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令
和
六
年
度
予
算
案
「
運

営
費
に
お
け
る
常
勤
職
員

配
置
の
改
善
」

　

二
〇
二
三
年
一
二
月
二
二
日
、「
こ
ど

も
大
綱
」「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」「
こ
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」な
ど
、

子
ど
も
政
策
に
関
わ
る
基
本
方
針
と
、
令

和
六
年
度
（
二
〇
二
四
年
度
）
予
算
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
、学
童
保
育
に
関
わ
っ
て
、

「
運
営
費
に
お
け
る
常
勤
職
員
配
置
の
改

善
」
と
し
て
、「『
こ
ど
も
未
来
戦
略
』
を

踏
ま
え
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
安
定
的

な
運
営
を
図
る
観
点
か
ら
運
営
費
に
お
い

て
、
現
行
の
補
助
基
準
額
に
加
え
、『
常

勤
の
放
課
後
児
童
支
援
員
を
二
名
以
上
配

置
し
た
場
合
』
の
補
助
基
準
額
を
創
設
す

る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、予
算
が
国
会
で
成
立
し
た
後
、

実
施
要
綱
、
交
付
金
交
付
要
綱
を
通
じ
て

示
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
時
点
で

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
以
下
に
記
し
ま

す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
運
営
費

は
現
在
、
指
導
員
の
配
置
状
況
に
応
じ
て

四
通
り
の
補
助
基
準
額
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
二
〇
二
四
年
度
も
継
続
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
「
常
勤
の
放
課
後
児
童
支

援
員
を
二
名
以
上
配
置
し
た
場
合
」
の
補

助
金
を
得
る
に
は
、
国
・
県
へ
の
交
付
申

請
と
予
算
化
（
議
会
で
承
認
を
得
る
）
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
・
都
道
府
県
・

市
町
村
の
負
担
割
合
は
三
分
の
一
ず
つ
の

た
め
、
実
現
に
向
け
て
各
自
治
体
に
働
き

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
、
指
導
員
に
は
、
子
ど
も
の
い

な
い
時
間
に
も
担
う
べ
き
仕
事
が
あ
る

こ
と
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」

に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
（
育
成
支
援
）
を

確
実
に
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
、
日
々
の

件
「
常
勤
の
放
課
後
児
童
支
援
員
を
二
名

以
上
配
置
し
た
場
合
」
の
「
配
置
」
と
は
、

「
事
業
所
を
開
所
し
て
い
る
時
間
帯
を
通

じ
て
」
を
指
す
の
か
否
か
。

　

く
わ
し
い
こ
と
が
わ
か
り
次
第
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

実
施
状
況
調
査
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

　

全
国
連
協
は
、
毎
年
、
五
月
一
日
現
在

の
学
童
保
育
の
実
施
状
況
を
調
査
し
て
い

ま
す
（
全
国
す
べ
て
の
市
町
村
〔
特
別
区

を
含
む
。
以
下
同
〕
一
七
四
一
市
町
村
を

対
象
と
す
る
悉
皆
調
査
）。　
　

　

こ
の
調
査
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
企

業
や
個
人
が
開
設
す
る
「
民
間
の
学
童

保
育
」
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
下
、

二
〇
二
三
年
度
の
調
査
結
果
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

◆
学
童
保
育
数
と
「
支
援
の
単
位
」
数

…
…
学
童
保
育
数
は
二
万
四
四
九
三

か
所
、「
支
援
の
単
位
」
数
は

三
万
六
〇
九
四
で
し
た
（
前
年
比
、
学

童
保
育
数
七
九
増
、「
支
援
の
単
位
」
数

七
五
七
増
）。
少
子
化
や
学
校
の
統
廃
合

協
議
会
だ
よ
り

実
践
に
も
と
づ
き
て
い
ね
い
に
説
明
し
、

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
二
〇
二
四
年
一
月
末
現
在
、
全

国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
国

連
協
）
で
は
こ
ど
も
家
庭
庁
に
つ
ぎ
の
こ

と
を
問
い
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

（
１
）
常
勤
の
定
義
に
つ
い
て
…
こ
ど
も

家
庭
庁
が
行
う
実
施
状
況
調
査
の
な
か
で

「
常
勤
職
員
の
定
義
」
が
示
さ
れ
て
い
る

（
本
誌
二
〇
二
四
年
一
月
号
「
協
議
会
だ

よ
り
」
参
照
）
が
、
今
回
の
「
常
勤
職
員

配
置
の
改
善
」
に
関
わ
る
予
算
に
関
わ
っ

て
、
そ
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
か
。

（
２
）「
み
な
し
」
に
関
わ
る
措
置
に
つ
い

て
…
令
和
五
年
度
予
算
で
は
、
指
導
員
の

有
資
格
者
の
「
み
な
し
」
に
関
わ
る
措
置

が
あ
っ
た（
本
誌
二
〇
二
三
年
五
月
号「
協

議
会
だ
よ
り
」
参
照
）。
今
回
の
予
算
は
、

「
み
な
し
」
の
有
資
格
者
も
対
象
に
含
ま

れ
る
の
か
。

（
３
）
保
護
者
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
…

本
事
業
の
実
施
と
、
保
護
者
負
担
の
か
ね

あ
い
は
ど
う
な
る
か
。

（
４
）
配
置
の
定
義
に
つ
い
て
…
補
助
要
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な
ど
の
影
響
で
、
施
設
数
、「
支
援
の
単

位
」
数
を
減
ら
し
て
い
る
地
域
も
見
ら
れ

ま
す
。

◆
入
所
児
童
数
は
一
四
〇
万
四
〇
三
〇

人
で
し
た
（
前
年
比
五
万
五
九
〇
八
増
）。

ま
た
、
ど
の
学
年
で
も
入
所
児
童
数
が
前

年
比
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
利
用

継
続
を
希
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
小
学
二
年
生
で
も
入
所
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
が
学
童
保
育
に
行
き

た
が
ら
な
い
」「
指
導
員
の
対
応
、
保
育

内
容
に
不
満
が
あ
る
」
な
ど
、
年
度
途
中

の
退
所
、
学
年
が
上
が
る
際
に
利
用
継
続

を
希
望
し
な
い
家
庭
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
集
団
の
規
模

の
上
限
を
大
幅
に
超
え
て
大
規
模
化
し
た

学
童
保
育
で
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
や

り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
り
、

指
導
員
が
子
ど
も
の
声
や
思
い
を
十
分
に

く
み
取
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
と
き
に
威

圧
的
な
態
度
で
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
も

あ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
生

活
が
守
ら
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
こ
と

も
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

国
が
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
」（
二
〇
一
八
年
九
月
策
定
）
で
あ
げ

た
「
二
〇
二
三
年
度
末
ま
で
に
一
五
二
万

人
」
と
い
う
整
備
目
標
は
、
最
終
年
度
で

も
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
期
間
で
あ

る
「
今
後
三
年
間
」
で
早
期
に
達
成
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
自
治
体
が
、
年
度
途
中
の
退

所
、
あ
る
い
は
学
年
が
上
が
る
際
に
利
用

継
続
を
希
望
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を

見
越
し
て
、
学
童
保
育
の
新
設
や
分
割
に

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え

ま
す
。

◆
子
ど
も
集
団
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
国

が
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
で
示
し
た

「
四
〇
人
以
下
」
の
「
支
援
の
単
位
」
数

は
全
体
の
約
六
割
で
し
た
。
か
ね
て
よ
り

私
た
ち
は
、
大
規
模
化
し
た
学
童
保
育
で

は
、「
事
故
や
ケ
ガ
が
増
え
る
」「
さ
さ
い

な
こ
と
で
ケ
ン
カ
に
な
る
」
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
て
き
ま
し
た
し
、
二
〇
二
三
年
春

に
は
「
子
ど
も
た
ち
が
部
屋
に
押
し
込
め

ら
れ
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
劣
悪
な
環

境
に
置
か
れ
て
い
る
」「
骨
折
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
日
放
置
さ
れ
た
子

が
い
た
」
こ
と
な
ど
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

の
報
道
を
通
じ
て
社
会
に
発
信
さ
れ
、
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
見
る

と
、
必
要
な
か
所
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
各
学
童
保
育
が
む
し
ろ
大
規
模
化
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

こ
ど
も
家
庭
庁
の
調
査
で
は
、
五
月

一
日
現
在
の
登
録
児
童
数
は
前
年
比

六
万
六
二
二
六
人
増
で
し
た
。
こ
の
調
査

で
は
、
は
じ
め
て
一
〇
月
一
日
時
点
の
実

施
状
況
（
速
報
値
）
も
調
べ
て
お
り
、
約

五
万
八
〇
〇
〇
人
が
年
度
途
中
で
退
所
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

年
度
前
半
に
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
い
」
と

解
釈
し
た
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、「
年
度
前

半
や
夏
季
休
業
中
の
み
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
開
所
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
五
月
一
日
時

点
、
一
〇
月
一
日
時
点
の
実
施
状
況
を
継

続
し
て
調
査
す
る
こ
と
は
評
価
で
き
る

も
の
の
、
そ
の
先
の
議
論
・
施
策
の
方
向

性
は
、
学
童
保
育
本
来
の
あ
り
方
か
ら
見

て
、
危
う
い
点
が
あ
り
、
注
視
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
調
査
結
果
は
、
二
〇
二
四
年

一
月
一
七
日
、
厚
生
労
働
省
内
の
厚
生

労
働
記
者
会
で
記
者
発
表
を
行
い
ま
し

た
（
資
料
は
全
国
連
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）。
今
後
、
在
京
の
民
放
ラ
ジ
オ
局
、

全
国
の
地
方
紙
に
も
報
道
発
表
資
料
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

［
お
詫
び
］

二
〇
二
四
年
二
月
号
四
八
ペ
ー
ジ
、

来
賓
の
欄
に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま

し
た
。「
日
本
自
治
体
労
働
組
合
総

連
合
・
非
正
規
雇
用
・
公
務
公
共

関
係
評
議
会 

学
童
保
育
全
国
連
絡

会
役
員
・
堀
江
恵
理
子
様
」「
全
日

本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合 

全
国

学
童
保
育
部
会
部
会
長
・
立
嶋
峰

文
様
」。
心
よ
り
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。


